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ガリラヤ湖畔、主イエスが漁から疲れて帰ってきた弟子達を待っていて下さった浜辺、２００９年ハーベストタイム４５回聖地旅行から 
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待ち続ける神待ち続ける神待ち続ける神待ち続ける神    
 

またイエスは言われた。「ある人
に息子が二人いた。 弟の方が父親
に、『お父さん、わたしが頂くこと
になっている財産の分け前をくださ
い』と言った。それで、父親は財産
を二人に分けてやった。何日もたた
ないうちに、下の息子は全部を金に
換えて、遠い国に旅立ち、そこで放
蕩の限りを尽くして、財産を無駄遣
いしてしまった。 
何もかも使い果たしたとき、その

地方にひどい飢饉が起こって、彼は
食べるにも困り始めた。それで、そ
の地方に住むある人のところに身を
寄せたところ、その人は彼を畑にや
って豚の世話をさせた。彼は豚の食
べるいなご豆を食べてでも腹を満た
したかったが、食べ物をくれる人は
だれもいなかった。そこで、彼は我
に返って言った。『父のところでは、
あんなに大勢の雇い人に、有り余る
ほどパンがあるのに、わたしはここ
で飢え死にしそうだ。ここをたち、
父のところに行って言おう。「お父
さん、わたしは天に対しても、また
お父さんに対しても罪を犯しました。
もう息子と呼ばれる資格はありませ
ん。雇い人の一人にしてください」
と。』 
そして、彼はそこをたち、父親の

もとに行った。ところが、まだ遠く
離れていたのに、父親は息子を見つ
けて、憐れに思い、走り寄って首を
抱き、接吻した。息子は言った。
『お父さん、わたしは天に対しても、
またお父さんに対しても罪を犯しま
した。もう息子と呼ばれる資格はあ
りません。』しかし、父親は僕（し
もべ）たちに言った。『急いでいち
ばん良い服を持って来て、この子に
着せ、手に指輪をはめてやり、足に
履物を履かせなさい。それから、肥
えた子牛を連れて来て屠りなさい。
食べて祝おう。この息子は、死んで
いたのに生き返り、いなくなってい
たのに見つかったからだ。』そして、
祝宴を始めた。 
 ところで、兄の方は畑にいたが、
家の近くまで来ると、音楽や踊りの
ざわめきが聞こえてきた。そこで、
僕の一人を呼んで、これはいったい
何事かと尋ねた。 僕は言った。
『弟さんが帰って来られました。無
事な姿で迎えたというので、お父上
が肥えた子牛を屠られたのです。』  

兄は怒って家に入ろうとはせず、父
親が出て来てなだめた。しかし、兄
は父親に言った。『このとおり、わ
たしは何年もお父さんに仕えていま
す。言いつけに背いたことは一度も
ありません。それなのに、わたしが
友達と宴会をするために、 
子山羊一匹すらくれなかったではあ
りませんか。ところが、あなたのあ
の息子が、娼婦どもと一緒にあなた
の身上を食いつぶして帰って来ると、
肥えた子牛を屠っておやりにな
る。』 
すると、父親は言った。『子よ、

お前はいつもわたしと一緒にいる。
わたしのものは全部お前のものだ。
だが、お前のあの弟は死んでいたの
に生き返った。いなくなっていたの
に見つかったのだ。祝宴を開いて楽
しみ喜ぶのは当たり前ではない
か。』」（ルカによる福音書１５：
１１－３２）  

 

７月下旬に入り、ここアメリカ東部ニュージ

ャージーも例年になく暑い日々が続いています

が、日本は更に過酷な暑さで「記録的な猛暑」

だそうで、数日前、日本の父母に暑中見舞いの

電話をしました。「熱中症で倒れる人が毎日の

ように出ている、しかも高齢者に多い」とＴＶ

－ＪａｐａｎのＮＨＫニュースで言っていたか

らです。 

 

電話の向こうの両親は元気な様子で「あれ、

何かあったのかしら？」と逆に突然の電話に一

瞬心配したようでしたが、すぐに四方山話にな

りました。会話の中で母が「今度はいつ帰って

くるの？」と訊き、その後直ぐに「あっそうか、

今年は５月に王子北教会の５０周年で帰ってき

たからもう帰ってこないんだね。」と言って笑

い、日本の様子など話してくれましたが、、ち

ょっと淋しそうな笑い声でした。 

「親と言うものは有難いものだなぁ」とその

電話のやり取りから改めて思いました。３０年

も日本から離れアメリカで生活し、アメリカに

半ば定住しているのに、こんな自分でも帰って

くることを楽しみにしてくれている。 

 

聖書の神は正に子供の帰りを待ち続ける神で

す。長い引用になりましたが、ルカによる福音

書１５章の３つのたとえ話、取分け今回引用し

た「放蕩息子の話」は神と人間の関係を表して

います。 



本来、人間は神と共にある存在でしたが、神

から離れてしまいました。これは聖書の一番初

めの創世記の２、３章に書かれている天地創造、

アダムとエバ（英語読みはイブ）の堕落の物語

に象徴されています。最初の人類がアダムさん、

エバさんという風に文字通り読むクリスチャン

もいますが、むしろこの話は以下の教えを喩え

で語っていると考えていただけば良いかと思い

ます。 

１． 人間は本来（霊的に）神と共にあるべき

存在だった。 

２．しかし神を裏切ってエデンの園（神の

国） 

  から追われた。 

３．故に人は神無き世界（罪）に生きている。 

 

聖書のいう罪とはこの神から離れた状態、

「神無し」の世界に生きることを言います。例

えるなら親不孝をして親元から離れ、親と和解

せず暮らし続けているようなものです。親であ

る神は私たち人間が神の元に立ち返るのをいつ

までも待ち続けています。これを見事に解りや

すく描いているのが「放蕩息子の話」です。 

そして神から離れている私たちの為にイエ

ス・キリストが来られたのです。誰でもイエス

を信じれば、神の元に帰ることができる。こ  

れこそが私たちクリスチャンの「救い」でです。 

「放蕩息子の話」はまだ救いに預かっていな

い方たちばかりでなく、クリスチャンで理由は

ともあれ信仰を失い、教会から離れている人へ

のメッセージでもあります。 

 

嬉しくないですか？あなたのことを、私のこ

とを待ち続けてくれる神がいるのですから。同

様に主イエスの教会も、私も皆さんをお待ちし

ています。英語でよくこんな表現を耳にします。

正に「放蕩息子の話」に出てくる父[神]の思い

であり、私の、そして教会の思いです。 

 

God loves you, so do I. God is always waiting for you, 

so come home, my friend!   

 

皆様、良い夏をお過ごし下さい。 

 

 

吉松 純 
    
    
    

礼拝予定：礼拝予定：礼拝予定：礼拝予定：    
７月７月７月７月    
４日 礼拝、聖餐式 

１１日 礼拝 
１８日 礼拝 
２５日 礼拝、ゲスト：立石尚志牧師 
８月８月８月８月    
１日 礼拝、ゲスト：鈴木譲牧師 
８日 礼拝 

１５日 礼拝 
２２日 礼拝 
２９日 礼拝 
９月９月９月９月    
５日 東部日本語教会合同ファミリー・

キャン 
   プ参加、グッドシェパードでの礼

拝はあ 
   りません。 

１２日 礼拝、聖餐式、Ｊｒ．教会、
新年度の目 
    標を立てる 
 
 
お知らせ：お知らせ：お知らせ：お知らせ： 

＊ 吉松牧師は７月２５日から８月６日まで

ニューヨーク・シェルター島のキャン

プ・クイニペットで行われるディスカバ

リー・キャンプに参加します。また平田

寛佳さん、デルラン・フレデリック君も

ジュニア・カウンセラーで参加します。

どうぞ覚えてお祈り下さい。 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

昨夏のキャンプ集合写真、キャビン前にある木の下で 

 
＊ 吉松牧師が留守中、７月２５日はグリニ

チ福音日本語教会の立石尚志牧師、８月

１日はニューヨーク日本語教会の鈴木譲

牧師が説教を取次いで下さいます。お二

人の先生と共に礼拝を確りお守り下さい。 
 
 



 

＊ ２回の礼拝の司会をして下さいます磯山

秀夫兄に感謝いたします。 

 

＊ 今年の東海外日本語教会合同ファミリ

ー・キャンプは９月４、５、６日のレイ

バー・デーの週末です。既に３００名を

上回る申し込みが多くの教会を通してあ

りました。まだ迷っている方は是非参加

することをお勧めします。 
    

 
お祈りと献金の御協力をお願いします。お祈りと献金の御協力をお願いします。お祈りと献金の御協力をお願いします。お祈りと献金の御協力をお願いします。
チェックのあて先はチェックのあて先はチェックのあて先はチェックのあて先は UMCUMCUMCUMC----JAJAJAJA とし、どのとし、どのとし、どのとし、どの
プログラムに献金したいか明記しておプログラムに献金したいか明記しておプログラムに献金したいか明記しておプログラムに献金したいか明記してお
送り下さい。送り下さい。送り下さい。送り下さい。    
＊自然災害被害者の為 
＊サマーキャンプの為 
＊２０１０年東部日本語教会合同ファミリ
ーキャ ンプの為 
＊ハーベスト・タイムの新たなミッション
の為 
＊消印のついた切手の周り１センチの余白
を残して切り取って下さい。切手は日本キ
リスト教海外医療協力会（ＪＯＣＳ）に送
ります。JＯＣＳ海外に医療関係者を送ると
共に医療関係者の育成をしています。 
＊ケニヤの恵まれない子供達やエイズの患
者さんの為に特別献金をしています。 
＊パターソンのＳｔ．Ｐｈｉｌｉｐ伝道と
社会福祉団体ＣＵＭＡＣ／ＥＣＨＯの為に。
どちらもメソジスト教団に属し、貧しい人
達の炊き出しと路傍伝道をしています。 
    
    
教会の住所教会の住所教会の住所教会の住所： 
UMCUMCUMCUMC----Japanese MinistryJapanese MinistryJapanese MinistryJapanese Ministry    
The Church of the Good Shepherd, UMC. 
326 New Bridge Rd. Bergenfield, NJ 07621 
英語オフィス英語オフィス英語オフィス英語オフィス(201) 385-4100 
ホームページホームページホームページホームページ：http://umc-japan.org 
牧師館牧師館牧師館牧師館：(201) 338-2744    
吉松吉松吉松吉松牧師牧師牧師牧師    junyoshim@optonline.net 
教会学校担当：吉松教会学校担当：吉松教会学校担当：吉松教会学校担当：吉松    泉姉泉姉泉姉泉姉    
izumi.yoshimatsu@gmail.com 
 
 
 

 


